
匡
林
地
の
湖
岸
奨
藩
と
干
拓
事
業

(
上
編
三
)

青

田

敬

市

4
豊
公
立
凍
工
事
以
後
に
瀞
け
る
湖
岸
撃
連

盟
公
が
伏
見
に
築
城
す
る
に
皆
-
'
互
棟
池
沿
岸

一

昔
の
地
域
に

一
大
土
木
工
蔀
を
施
し
､
平
安
朝
以
凍
殆

ル
ビ
同

一
在
状
態
に
あ
っ
た
附
近
の
地
形
を

一
挺
せ
し

め
た
｡
期
の
如
き

一
大
工
事
で
あ
っ
た
が
今
日
石
的
確

(-)

在
る
史
料
夜
-
.
其
の
大
部
分
は
穂
川
初
期
に
編
纂
n

れ
た
地
誌
粗
中
に
記
載
ruれ
て
ゐ
る
79
の
'
又
は
侍
龍

に
ょ
る
も
の
で
あ
る
｡
今
工
事
の
大
要
を
述
べ
る
と
左

記
の
迫
力
で
あ
る
｡

桝
､
伏
見
港
市
を
建
設
し
.
宇
治
川
本
流
を
宇
治
よ
わ

伏
見
は
導
き
､
(今
迄
宇
治

｡
横
島
間
よ
か
西
方
小
倉

村
三
軒
家
に
流
入
し
て
ゐ
た
事
は
既
に
述
べ
た
迫
力

で
あ
る
)
宇
治

｡
向
島
間
に
横
島
堤
を
築
p
,其
の
流

域
に
あ
っ
た
幾
多
の
島
々
.を
迎
直
し
陸
蒔

き
た
ら
し

h
t椋
池
の
湖
畔
如
意
と
干
拓
串
米

め
た
｡
を
rJ
で
立
標
池
と
木
幡
沼
と
が
分
離
し
た
｡

(‖こ

〓
p
.淀
附
近
の
島
々
を
結
合
さ
せ
淀
城
を
築

き
P
淀
･伏

見
間
に
淀
堤
を
築
堤
し
､
互
楳
池
を
南
北
は
二
分
し
､

横
大
路
沼
と
分
離
せ
し
め
た
｡
霜
に
於

で'
渦
月
内

源
は
.
大
阪
よ
-
淀
む
経
て
伏
見
ま
で
完
金
に
延
長

し
た
〇

≡
.
伏
見
と
向
島
と
の
間
は
豊
後
橋
を
架
け
.
此
よ
カ

小
倉
は
至
る
間
に
小
倉
堤

(
太
閤
堤
)
を
築
き
'
此

を
以
て
奈
良
本
術
道
た
ら
し
め
た
｡
rJ
乙
は
於
で
互

椋
池
は
東
西
に
叉
二
分
ruれ
ね
｡

a(51E

四
､
淀
城
を
築
-
ほ
魯
-
'
淀
附
近
の
地
形
敬

一
鼻
せ

し
め
た
｡
即
ち
築
城
以
前
迄
は
乙
訓
郡
淀
村
を
主
と

す
る
酉
淀
と
.
其
の
束
に
島
や
洲
の
基
み

よ
少
成
る

兼
淀
と
が
あ
っ
た
｡
宇
治
川

｡
木
津
州
は
此
東
経
t

克
三

五

一



地

球

鱒
二
十

一
番

放
て
合
流
し
て
ゐ
允
の
を
改
め
て
､
宇
治
川
と
木
綾

川
と
を
金
然
分
離
せ
し
め
p
宇
治
川
は
城
北
淀
小
橋

に
､
水
津
川
は
淀
新
町
に
坑
口
を
作
-
t
を
rJ
に
大

橋
を
架
け
た
｡
文
江
株
池
恵
水
路
を
別
け
設
け
て
､

淀
小
橋
附
近
に
tJ
宇
治
川
は
放
流
す
る
革
に
し
た
｡

従
っ
て
今
迄
玉
蕨
池
は
宇
治

･
木
津
二
川
の
相
骨
す

る
朗
で
あ
っ
た
が
､
霜
は
放
て
瓦
椋
池

･
木
津
川

｡

宇
治
川
の
三
者
は
各
々
分
離

した
｡
然
し
互
林
地
は

宇
治
川
と
相
通
じ
て
ゐ
ね
靭
係
上
､
洪
水
時
は
到
れ

ば
p
宇
治
川
氾
濫
し
越
流
す
る
か
ら
.
東
棟
池
に
浸

入
す
る
｡
従
っ
て
互
林
地
は
宇
治
川

(
淀
川
)
の
洪

水
を
調
節
す
る
事
に
な
る
｡
乙
の
見
地
か
ら
愚
公
土

木
工
事
の
際
も
洪
水
調
節
用
と
し
て
保
存
し
て
混

い

た
｡
か
-
て
明
治
末
年
の
内
務
省
淀
川
改
修
工
事
迄

大
協
乙
の
状
態
で
あ
っ
た
｡

五
､
其
他
湖
岸
堤
防
築
造

束

一
口
山
田
賀
正
氏
方
は
湖
岸
屈
指
の
蕃
家
に
し

て

其
の
所
減
す
る
文
事
叉
は
地
個
数
は
'
互
赤
池
研
究

の
好
発
揮
と
在
る
｡
其
の
戚
す
る
他
聞
に
よ
っ
で
見

弊
均
舵

克

拘

五
二

る
ほ
互
椋
池
氾
濫
は
よ
る
沿
岸
水
審
防
顔
の
為
め
は

一
大
堤
防
を
築
堤
し
た
｡
即
ち
淀
城
の
南
方
北
川
顔

よ
-
閥

一
口
を
塵
て
市
田
の
西
方
を
通
-
､
別
井
は

至
る
長
さ
三
千
三
百
六
間
の
大
堤
防
を
天
正
十
年
に

築

い
て
ゐ
る
｡
此
堤
防
に
よ
っ
て
御
牧
村
が
水
害
よ

～,h
蒐
る
る
む
得
る
や
う
に
在
っ
た
.

其
の
後
佐
川
相
帯
m
方
面
の
水
暴
防
熱
の
薦
め
に
､

石
天
正
十
年
築
堤
防
の
外
側
に
同
じ
-
.
北
川
顔
よ

-
､
束

7
日
散
超
て
安
田
に
至
る
も
の
む
築

い
た
.

今
目
玉
林
地
西
南
岸
に
あ
る
二
敦
の
嘘

防
は
箇
時
の

も
の
で
あ
る
0
互
椋
池
が
宇
治
川
と
連
絡
し
て
ゐ
ね

頃
は
'
此
二
堤

防
は
､
佐
山

･
御
牧
等
湖
岸
村
落
の

水
蜜
防
無
窮

一
曲
の
蚤
要
在
る
防
梨
堤
で
あ
っ
た
｡

然
る
に
内
務
省
淀
川
改
修
工
事
に
ょ
っ
て
､
宜
椋
池

が
全
然
宇
治
川
と
分
離
し
､
金
-
死
滅
湖
は
等
し
-

な

っ
て
か
ら
は
､
其
の
頚
要
性
を
失
払
､
今
日
殆
ル

ビ
縛
る
も
の
も
な
-
在
っ
た
｡
然
る
に
今
や
瓦
株
池

干
拓
事
業
の
着
手
を
見
た
の
で
F
此
歴
史
的
記
念
物

た
る
堤
防
79
全
然
姿
を
滑
す
で
あ
ら
-
0
FJ
の
悪
疾



-
-
し
て
も
裁
け
記
載
し
躍
-
の
必
要
む
l組
め
る
O

右
湖
南
の
諸
邑
LJ
る
佐
山

｡
御
牧
は
其
の
周
遊
を
蚤

-
堤
防
ほ
て
同
種
せ
ら
れ
て
ゐ
る

7
の
輪
中
で
あ
る

大
p
粧
川
流
路
の
鍵
蓬
と
大
阪
術
道
の
開
通

柾
川
は
現
在
の
横
大
路

｡
下
鳥
朋
附
近
よ
み
晃
南
棟

太
勝
沼
に
流
れ
込
ん
で
ゐ
允
と
言
は
れ
で
ゐ
る
｡
そ

れ
む
現
衣
の
流
路

に
担
更
せ
し
め
､
桂
川
左
岸
の
堤

防
上
に
大
阪
荷
造
を
通
じ
た
｡
そ
し
て
元
横
大
路

｡

宮
森
は
瓦
椋
池
北
岸
に
任
し
た
漁
農
的
栄
静
で
あ
っ

た
が
.
前
記
の
淀
堤
恕
築

き
.
瓦
椋
池
を
南
北
は
二

分
し
た
の
で
.
右
の
譜
邑
は
漁
舟
的
任
命
MLJ失
っ
た
｡

仇
で
大
阪
荷
造
に
移
し
､
陸
路
又
は
水
路
交
通
の
至

便
な
る
恩
恵
に
辞
せ
し
め
た
の
で
あ
る
｡
石
宮
森
横

大
路
等
の
蘭
地
は
荷
湖
岸
に
其
の
櫛
を
残
し
て
ゐ
る

七
､
其
の
他
三
栖

･
枯
大
路
間
は
八
丁
畷
を
通
じ
.
叉

伏
見
城
南
崖
下
に
伏
見

∴
ハ
地
減
軽
由
の
来
園
道
を

新
聞
し
た
｡

石
は
豊
公
時
代
湖
岸
担
運
の
大
要
で
あ
る
が
p
湖
岸

附
近
地
形
の
大
慶
化
を
凍
し
た
事
は
有
史
以
魂
の
轟

正
枝
池
の
湖
梓
礎
態
と
干
和
事
米

で
あ
る
0
今
=
の
地
形
は
此
時
代
に
其
の
基
礎
を
作

っ
た
も
の
で
あ
る
0

穂
川
三
宵
年
間
に
於
け
る
湖
岸
担
遷
史
は
右
は
比
べ

る
と
あ
ま
少
に
貧
賜
で
あ
る
.
部
分
的
に
河
川
修
理
吐

口

｡
樋
門
等
の
鍵
誰
と
.
多
少
の
新
田
開
襟
と
は
あ
る

が
p
地
図
を
壁
更
す
る
稀
の
大
慶
革
は
少

い
｡
只
前
記

の
川
悶
家
文
藩
は
よ
る
と
､
宇
治
川
左
岸
即
ち
Ⅸ
株
池

の
北
岸
に

一
大
堤
防
が
あ
っ
た
ら
し

い
｡

(
寛
永
五
年

追
)
所
が
永
井
信
濃
守
時
代
に
水
津
川
の
川
蓮
が
あ

っ

た
際
に
其
の
堤
防
計
廟

落
し
た
O
所
が
御
牧
村
態
水
抜

き
は
困
-
石
垣
堤
を
作
っ
た
革
む
記
載
し
て
ゐ
る
｡

又
寛
永
五
年
迄
北
川
新
玉
軒
家
か
ら
､
淀
鷹
匠
町
ま

で
大
堤
が
あ
っ
た
の
む
､
淀
城
御
用
客
の
薦
め
､
右
石

堤
を
取
沸
以
其
の
代
-
ほ
石
綿
と
な
し
た
事
等
が
其
の

主
な
7P
の
で
あ
る
｡

寛
永
十
四
年
木
津
川
川
違

穂
川
時
代
湖
提
地
形
鼻
蓬
の
大
事
件
は
晃
永
十
四
年

の
木
津
川
流
路
の
鼻
蓬
で
あ
る
｡
豊
公
時
代
ほ
は
淀
の
(4
)

新
町
は
水
控
川
を
流
出
す
る
械
は
し
た
の
で
あ
る

が

､

義兄

五
三
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淀
城
用
事

の
必
要
上
共

の
流
路

A
J串

吏

し
た
｡
即
ち

下

1

第 三 時 五 枚 池社
屋
肘
荘
1
-
♯
和
H
･
牝
川
粛

･
美
玉
AJ#
tJ
､
淀

雷
{
瞥

一美

嚢
鴫

城

の
青

は
流

れ
る
.や

う
托
し
ね
○

そ
し
や
暮
れ
糠
袋

_王
城
下
烏
に
分
け
て
輿

へ
粥
町
と

い
ふ
町
が
払

兼
ね
｡



(･J)

永
津
川
は
閣
後
約
二
閏
Tr九
十
年
間
明
治
元
年
迄
.
同
｣

流
路
む
と
-
.流
れ
て
ゐ
た
O
を
L
LIJ
其
の
河
口
淀
と
美

瓦
と
の
間
に
淀
の
大
橋
を
架
け
､
瓦
椋
池
及
び
佐
川

･

御
牧
地
方
の
恵
水
按
9
,は
､
前
記
淀
小
橋
附
近
ほ
放
流

す
る
他
､
孫
橋
HLJ油

ず
る

山
小
憩
水
路
を
作
っ
た
｡

其
の
他
湖
岸
壁
蓬
を
知
る
資
料
は
前
記
の
川
田
家
減

の
地
図
で
あ
る
O
穂
川
時
代
の
地
間
中
玉
椋
池
附
岸
を

正
確
に
描

い
た
も
の
は
殆

ん
ど
な

い
｡
熱
し
宥
山
田
家

の
も
の
は
瓦
棟
池
湖
岸
漁
民
の
軍
帽
の
上

替
地
岡
や
'

水
利
問
題
に
用
以
た
地
間
頻
で
p
珊
正
確
な
も
の
と
見

ら
れ
る
O
そ
れ
に
ょ
る
と
､
常
時
迄
は
水
位
が
高
か
つ

カ
隅
係
上
､
叉
干
拓
が
行
は
れ
で
ゐ
な
か
っ
た
馬
は
､

今
日
と
比
較
す
れ
ば
地
形
上
大

い
に
相
違
が
あ
ら
､
面

積
79
勿
論
厨
か
つ
ね
｡

熱
し
湖
の
面
積
は
内
務
署
淀
川
改
修
工
事
前
迄
利
似

た
状
態
で
あ
っ
た
｡
右
工
事
に
よ
っ
で
､
水
位
の
低
下

を
凍
し
た
靭
係
土
､
急
に
干
拓
地
面
積
,<LJ
増
し
た
｡
陸

地
測
義
郎
二
常
分

一
地
形
岡
の
新
嘗
二
つ
を
比
較
す
る

と
､
其
の
間
の
事
情
を
明
か
は
知
る
事
が
岨
凍
る
O
即

尻
椋
池

S
湖
･St
礎
過

と
千
抑
部
滞

ち
簡
閲
は
明
治
二
十
三
年
測
最
ー
三
十
年
修
jE
で
あ
る

が
､
新
聞
は
淀
川
改
修
工
事
匿
後
明
治
四
十
二
年
測
間

の
も
の
で
あ
る
か
ら
'
そ
の
利
運
を
知
る
上
は
極
め
て

正
確

･
丑
重
な
る
資
料
で
あ
る
｡

5
明
治
以
後
に
於
け
る
湖
軽
挙
逮

(7
)

其
の
節

.i
は
明
治
元
年
木
津
川
の
河
道
鼻
連
で
あ
る

着
河
道
の
塵
蓬
は
'

瓦
株
池
湖
岸
担
蓮
と
直
接
闘
係
少

F
uを
以
て
省
略
す
る

｡
然
し
湖
沼
の
生
態
的
現
象
よ
少

見
れ
ば
'
暇
は
木
津
川
が

此
際
河
道
塾
蓬
を
見
な
か
っ

た
と
し
た
ら
､
洪
水
時
は
於
で
淀
川
の
河
水
停
滞
'
逆

流
L
p
其
の
氾
濫
の
客
は

一
骨
甚
だ
し
か
つ
ね
で
あ
ら

う
｡
そ
し
て
又
内
務
省
河
川
工
事
に
も
影
響
を
架
し
た

も

の
と
恩
は
れ
る
｡

内
務
省
淀
川
改
修
工
事

本
工
事
は

亙
株
池
に
と
ろ
で
は
鼻
は
豊
公
大
工
事
施

行
と
共
に
二
大
割
期
的
大
事
業
に
し
て
､
附
近
地
形
の

鼻
化
は
勿
論
､
喜
椋
他
に
と

-
て
は
塾
命
を
左
右
す
る

大
工
事
で
あ
っ
た
｡
又
現
在
施
工
中
の
亙
株
池
干
拓
事

業
も
'
此
淀
川
改
修
事
業
と
紀
大
在
る
闘
係
に
あ
る
故

克

七

五

五



地

球

妨
二
十

1
番

循
詳
細
は
記
述
し
た
い
と
m
仙
ふ
｡

抑
々
淀
川
改
修
工
事
と
は
何
か
､
淀
川
は
有
数
の
大

川
は
し
て
.
基
の
舟
運
的
煙
幕
は
利
根
川
と
共
に
我
圃

屈
指
の
も
の
で
あ
る
｡其
の
流
域
は
二
価
四
雁
に
抄
か
､

涜
職
面
積
五
百
四
十
五
万
里
､
其
の
中
は
耕
宅
地
二
十

蝕
常
町
歩
p
人
口
約
六
甘
茶
及
入
る
る
蛮
大
在
る
流
域

平
野
を
有
し
､
古
楽
我
囲
文
化
の
中
隔
地
帯
を
作
っ
た
｡

か
-
淀
川
は
畿
内
文
化
の
開
拓
者
で
あ
る
と
共
に

一
甫

非
常
な
る
英
厄
を
典

へ
て
兼
ね
｡
即
ち
洪
水
時
に
於
け

る
河
水
の
氾
濫
に
件
ふ
堤
防
の
破
壊
､
恵
水
の
停
滞
に

よ
-
拡
接
間
接
生
産

二
父
通

･
人
命
財
産
等
ほ
挽
婆
を

典

へ
し
郡
､
古
家
蔑
何
か
測
力
知
れ
ざ
る
も
の
で
あ
っ

た

D明
治
以
前
の
79-の
は
省

FJ明
治
以
後
は
於
で
も
度
々

大
氾
濫
を
課
し
た
C
就
中
明
治
十
八
年
､
及
び
甘
五
年

の
洪
水
は
記
録
的
の
大

洪
水
で
あ
っ
た
｡
今
十
八
年
の

記
蝕
む
見
る
ほ
其
の
水
蜜
反
別
椀
河
平
野
で
約
二
常
飲

町
歩
､
琵
琶
湖
岸
で

一
菌
二
千
町
歩
､
山
城
平
野
ほ
て

約
九
千
町
歩
､
合
計
約
四
常

1
千
飴
町
歩
に
達
し
'
潮

折
田

班

完

八

五
六

岸
及
び
淀
川
幹
線
は
底
す
る
平
埋
郵
新
地
の
約
先
制
を

浸
水
厄
難
す
る
の
状
態
で
あ
っ
た
｡

而
し
て
右
の
中
.
山
城
盆
地
は
踊
係
あ
る
亙
椋
池
､

山
城
三
川
の
水
審
並
は
改
修
工
事
に
闘
し
､
大
阪
土
木

出
張
所
の
淀
川
改
良
工
事
及
び
淀
川
高
水
防
輿
工
事
計

遮
音
見
渡
は
エ
ム
其
の
大
栗
を
蓮
ぶ
る
事
と
す
る
｡

.l
改
良
工
事
沿
革

明
治
八
年
以
降
十
ケ
冬
計
塞
ほ
て
工
費
五
十

一
常
飲

閲
を
以
て
伏
見

｡
天
浦
橋
間
の
工
事
数
行
以
､
低
水
位

五
尺
の
水
深
と
し
､
航
行
に
便
す
る
所
謂
低
水
工
事
で

あ
っ
た
｡
後
淀
川
改
修
工
事
と
な
み
骨
九
年
T言

工
費

約

一
千
九
寓
飴
園
と
十
五
ヶ
年
の
日
月
と
HLJ蛍
し
､
明

敵
四
ま

尋

各
部
完
成
し
た
O
其
の
工
事
は
高
水
防
禦

工
報
と
し
た
｡
此
目
的
は
沿
岸
湖
岸
の
水
害
を
防
ぎ
'

併
せ
て
志
水
停
滞
を
除
-
は
あ
つ
ね
｡

2
各
河
川
の
敢
大
流
量
並
水
珊
概
要

宇
治
州
最
大
流
畳

毎
秒
時
二

二
嘗

此
方
尺
㌧

(
湖
田
川
敢
大
流
量

ク

二
商
五
千
立
方
尺
)

桂
川
敢
大
流
量

ク

七
苗
立
方
尺



木
津
川
東
大
洗
風鼎

〃

十
三
山勘
丑
芳
尺

-

三
川
合
流
後
は
約
二
十
三
簡
立
方
尺
で
あ
る
が
､
三
川

同
時
に
敢
大
流
量
に
な
る
事
は
な

い
か
ら
P
約
二
十
薗

立
万
尺
を
以
て
淀
川
幹
糠
の
最
大
淡
紫
と
す
る
の
で
あ

る
｡
右
宇
治
川
が
極
め
て
少
を
き
Ei!由
は
､
琵
琶
湖
の

調
節
作
用
に
基
-
も
の
で
あ
る
｡

3
琵
琶
湖
調
節
作
用

琵
琶
湖
は
面
積
四
十
六
方
里
に
し
て
､
湖
面

一
寸
の

水
菜
は
約
七
億
八
千
育
苗
立
方
八
へ
暇
に
此
水
盛
を

一

塞
夜
に
減
少
せ
し
め
ん
に
は

一
秒
時
九
千
六
百
苗
立
方

八
宛
放
流
す
る
を
嬰
す
る
｡
而
し
て
潮
田
川
の
最
大
流

丑
は
二
常
五
千
立
方
尺
で
あ
る
か
ら
､
此
む
連
櫓
流
出

せ
し
め
て
､
湖
面

一
寸
の
永

見
を
逓
減
せ
し
め
ん
と
せ

ば
八
時
間
四
十
分
四
十
秒
を
婁
す
る
の
で
あ
る
｡

次
は
琵
琶
湖
の
狂
人
盤
と
排
水
泉
と
の
関
係
を
見
る

に
明
治
十
八
年
洪
水
時
に
於
て
は
'
最
大

!L
塞
夜

一
尺

四
寸
糖
水
L
t
此
騰
昇
に
封
す
る
貯
水
畳
様
毎
秒
時
平

均
十
二
蘭
六
千
立
方
尺
で
あ
る
｡
此
時
の
瀬
内
川
放
流

最
は
敢
大
二
齢
立
方
八
で
あ
っ
た
か
ら
結
局
触
法
人
糞

扶
拭
池
の
湖
･2
鯉
漣
と
干
糾
和
栗

は
毎
秒
時
平
均
抽
四
歯
六
千
兼
方
尺
で
あ
る
0
此
ほ
射

し
て
着
放
流
畳
は

一.
割
三
分
七
周
は
過
ぎ
を
小
｡
壷

L
z

で
計
算
の
結
基
に
ょ
凧
ば
蘭
琶
湖
線
雨
最
の
約
五
割
五

分
は
湖
水
は
停
滞
す
る
事
が
知
ら
れ
た
｡

右
は
琵
琶
湖
が
淀
川
高
水
流
蚤
に
及
ぼ
す
影
響
で
あ

る
｡
其
の
低
水
洗
最
に
及
ぼ
す
影
響
を
混
薄
に
､
明
治

二
十
六
年
調
査
に
よ
れ
ば
､
水
津
川
は
渇
水
に
際
し
其

の
流
量
毎
秒
時
入
官
立
方
尺
､
桂
川
は
同
じ
-
五
官
立

方
八
と

い
ふ
減
水
を
ホ
し
､
全
然
舟
航
不
可
難
と
な
る
｡

宇
治
川
は
之
に
反
し
'
湖
水
よ
み
の
流
出
す

鳩も
の
毎

秒
澱
少
五
千
立
方
尺
以
下
に
減
少
す
る
事
が

ない
0
従

っ
て
舟
運
は
不
便
散
楽
ru
な

い
｡

右
の
ニ
ケ
の
革
質
に
依
っ
て
､
琵
琶
軌
の
制
水
作
用

を
な
す
革
質
は
明
か
と
な
る
｡

4
琵
琶
湖
岸
浮
氷
と
瀬
田
川
の
渡
蛙

琵
琶
湖
の
洪
水
は
常
水
偉
以
上
三
尺
む
普
通
洪
水
と

L
t
.六
尺
を
非
常
洪
水
と
す
る
｡
而
し
て
常
水
位
よ
･･1

高
-
在
れ
ば
湖
岸
浸
水
の
審
あ
わ
'
之
よ
み
低
け
れ
ば

宰
な
し
｡
即
ち
湖
岸
来
客
の
軽
寵
は
'
常
水
甫
以
上
湖

克
九

五
七



地

球

節
二
十

1
容

の
水
枕
の
上
下
に
比
例
す
る
と

い
ふ
事
に
な
る
｡
湖
両

は
春
よ
-
中
秋
ま
で
に
水
佃
を
嵩
み
､
冬
季
申
最
低
位

と
な
上

菅
氷
河
下

一
尺
玉
寸
内
外
迄
降
下
す
る
事
稀

で
な

い
｡
依
っ
て
此
水
化
と
水
事
と
の
閥
係
よ
カ
考
察

し
て
.
冬
季
に
常
水
以
下
二
八
減
水
せ
し
め
で
置
-
と
'

多
簡
期
に
三
尺
増
水
し
て
も
鮎
局
平
水
と
な
ヵ
､
六
八

樹
水
し
て
も
鞘
に
三
人
嵩
み
普
通
洪
水
と
な
る
耕
度
の

水
蜜
に
終
る
｡

依
っ
て
湘
田
川
を
凌
探
し
右
の
最
大
流
量
を
迫
過
せ

し
ひ
る
史
の
工
串
を
施
し
た
.
同
時
に
洗
堰
を
設
け
'

有

時
の
時
は
遮
断
し
､
又
邪
教
す
る
事
と
し
､
下
流
危

険
を
防
ぎ

一
方
水
最
を
調
節
す
る
事
が
出
氷
る
｡
叉
珊

論
上
､
賓
際
上
此
耽
堰
の
作
用
に
よ
与
も
琵
琶
湖
岸
に

浸
水
の
半
夜
-
､
他
方
下
流
地
方
に
洪
水
の
厄
h
t調
節

し
.
減
水
時
に
79
或

1,
定
の
水
位
を
保
た
せ
舟
航
ほ
事

故
ぐ
事
が
な
く
な
っ
た
｡

5
宇
治
川
及
び
宜
椋
池
沿
岸
の
改
修
工
郵

宇
治
川
水
面
勾
配
(
改
修
前

ノ
調
査
)

渥
ロ
ー
伏
見
間
(
十
二
里
三
十
三
丁
)
千
八

二
付
落
差

ヨ

一1

..

.

.

.‥

.

.

節
四
兆

云

〇

五
八

〇
三

-
〇
･二｢七
四
八

伏
見
-

宇
治
間(
山
鹿
十
九

丁
)
ク

〇
･四
二
四
八

宇
治
-
鳥
居
川
間
(
五
男

二
十
二
丁
)

ク

三

･〇
三

二
尺

石
衣
の
過
少
で
あ
る
か
ら
此
平
均
勾
配
を
保
た
せ
新

河
道
,<LJ設
け
舟
妹
に
健
在
ら
し
め
た
｡
其
の
工
事
は
左

の
通
力
で
あ
る
｡

B
.
宇
治
川
を
捉
町
の
南
側
に
回
流
せ
し
め
桂
川
と

の
合
流
口
を
引
き
下
げ
た
事
｡

こ
､
向
島
の
堤
防

を
延
長
し
て
大
池
洪
水
の
氾
濫
を

遮
断
し
た
事
.

三
㌧
瓦
株
池
の
塩
水
排
除
の
易
め
'
新
字
滑
川
の
左

堤
に
附
ふ
て
水
路
を
新
設
し
､
下
流
は
水
門
に
ょ

っ
て
宇
治
川
に
通
じ
で
ゐ
る
事
｡

放
て
着
窮

山
の
宇
治
川
河
流
は
本
工
事
中
濃
大
工
事

の

一
で
あ
っ
た
｡
伏
見
観
月
棺
下
流
よ
与
一
直
線
は
淀

の
南
部
を
通

わ
､
八
幡
ほ
て
木
津
川
と
合
流
せ
し
め
'

其
の
間
の
新
川
堤
長
n
約
四
十
四
丁
で
あ
る
｡
か
-
附

聾
を
覆
し
た
根
本
の
珊
由
は
柾

･
宇
治
二
川
が
淀
小
橋



四
方
は
放
て
合
流
し
て
ゐ
i
J
の
で
､常
は
水
吐
が
悲
-
I

(,I:)
1
朝

洪
水
あ
れ
ば
附
鑑
の
低
地
は
塩
水
停
滞
L
t
作
物

膳
死
す
る
部
を
例
と
し
た
｡
此
潤
水
恕
排
除
す
る
の
目

的
を
以
て
､
其
の
合
流
鮎
を
引
き
下
げ
L
J
の
で
あ
る
｡

右
の
日
的
達
成
の
馬
に
は
宇
治

川
河
道
を
附
替
せ
ず
と

も
桂
川
の
附
櫛
を
施
し
で
も
同

ti
目
的
を
珪
す
る
が
､

姓
州
を
暇
に
附
替
る
と
､
其
の
河
数
と
し
て
良
川
三
官

数
十
町
碁
を
費
す
の
で
p
此
見
地
よ
-
宇
治
川

附称
を

行
っ
た
理
由
で
あ
る
｡
新
字
清
川
敗

は
概
し
て
玉
藻
池

内
の

一
部
で
あ
っ
て
､
卑
温
地
で
良
m
で
な
か
っ
た
の

で
此
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
｡

大
池
の
水
域
而
精
は
約
四
千
七
百
町
歩
に
し
て
､
其

の
水
面
精
低
水
は
あ
っ
で
も
約

一
千
可
町
歩
､
明
治
十

八
年
の
洪
水
時
に
は
約
三
千
町
歩
溢
水
し
､
低
水
面
上

約
十
四
八
嵩
樹
し
.
毎
秒
時
約
九
千
立
方
尺
の
割
合

を

以
て
佳
人
し
た
｡

宇

治
川
が
増
水
す
る
と
流
畳
は
二
つ

に
分
れ
p

一
は
互
椋
池
に
注
入
L
t
其
の
湛
水
お
堀
し

1
部
は
下
流
に
流
れ
る
｡
大
池
櫓
水
の
有
様
を
見
る
ほ
､

埼
水
の
初
は
樹
嵩
景

急
騰
す
る
も
次
窮
に
減
少
し
､
宇

托
枇
池
の
湖
即
麺
蓮
と
.L
拓
祁
紫

滑
川
水
位
が
最
高
M..珊
ほ
連
す
る
頃
は
緩
慢
と
な
る
0
此

初
に
塘
水
魚
を
の
は
､

一
は
宇
治
川
よ
～,h
逆
流
す
る
79

の
と
､
湖
城
受
水
匿
域
の
雨
畳
と
の
刺
と
な
る
か
ら
で

あ
る
｡
而
L
ITJ
水
性
間
断
は
連
す
る
前
の
上
昇
度
は
､

Li
時
間

一
寸
内

外
な
れ
ば
､
毎
秒
時
約
九
千
立
方
尺
宛

と
な
る
0

右
の
他
先
登
湖
が
潮
関
川
の
流
量
に
及
ぼ
す
影
響
よ

み
推
し
て
､
大
池
が
淀
川
の
流
量
は
及
ぼ
す
影
響
HLJ計

算
し
て

一
秒
間
瓦
椋
池
は
宇
治
川
の
最
大
流
最
を
約

一

常
三
千
i<
方
尺
軽
減
す
る
事
を
貸
出
し
て
ゐ
る
O
何
れ

に
し
て
も
互
椋
池
は
毎
秒
時
宇
治
川
の
洪
水
む
九
千
立

方
尺
乃
至

-I
常
三
千
7双
方
尺
極
減
し
得
る
却
と
な
る
｡

か
-
見
る
に
宜
林
地
は
確
か
に
洪
水
の
調
節
作
用
を

な
し
て
ゐ
た

｡

右
の
通

わ
淀
川
に
及
ぼ
す
影
響
大
な
る
も
､
亦
水
糊

に
関
係
あ
る
か
と
言

へ
ば
然
ら
ず
､

一
面
此
調
節
作
用

に
件
ふ
湖
岸
浸
水
の
為
は
互
椋
池
沿
岸
の
被
害
甚
大
で

あ
る
｡
即
ち
洪
水
調
節
は
す
る
｡
然

し
調
節
の
為
に
反

っ
て
其
の
客
が
大
と
な
る
と

い
ふ
結
論
に
な
る
｡
伍
で

n
O
T

五
九



地

球

節
二
十

1
懇

洪
水
の
調
節
は
上
流
漸
阿
川
で
行
ふ
方
が
蓬
か
ほ
有
利

で
あ
る
｡
瀬
m
川
を
遮
断
す
る
と
琵
琶
湖
程
に
浸
水
七

寸
五
分
に
及
ぶ
時
は
湖
岸
浸
水
反
別
千
三
宵
町
歩
を
噂

す
が
､
家
屋
の
損
晋
は
な

い
｡
･之
は
反
し
大
池
ほ
て
調

水
す
る
時
は
湖
岸
の
浸
水
約
二
千
町
歩
は
な
-
､
佐
山
｡

佐
+;
二
川
附

｡
榊
牧
等
浸
水
家
屋
多
数
を
数

へ
'
其
の

損
審
前
者
に
優
る
,J
J
J
蓮
で
あ
る
｡

鼓
に
於
で
互
棟
池
の
春
在
は
洪
水
は
封
し
て
は
有
審

無
益
と

い
ふ
結
論
を
得
る
｡
依
っ
て
此
を
金
鉄
…宇
治
川

と
分
離
せ
し
め
た
C
そ
し
て
其
の
恵
水
路
は
､
前
記
の

通
わ
新
宇
治
川
堤
に
潜
ふ
て
八
幡
附
近
ほ
て
宇
治
川
に

放
流
す
る

一
水
路
を
開
発
し
､
志
水
の
放
水
路
と
し
た
｡

其
の
宇
治
川
に
出
口
に
は
開
門
を
設
け
､
洪
水
時
に
は

自
然
は
閉
局
す
る
仕
掛
に
な
っ
て
ゐ
る
.
そ
rJ
で
互
椋

池
は
盆
然
死
滅
し
わ
事
に
在
っ
た
｡
飴
し
そ
れ
が
薦
め

は
湖
岸
の
田
島
p
民
屈
は
洪
水
の
危
難
よ
カ
完
盆
に
兎

か
れ
る
む
得
た
.
従
っ
て
既
に
述
べ
た
湖
岸
の
大
堤
防

は
全
然
不
必
婁
在
も
の
と
な
-
'
洪
水
時
用
に
邦
意
r
J

絆
あ
っ
た
湖
樟
緊
小粋
用
の
升
も
亦
其
の
役
を
先
払
厄
介

餅
四
雛

言

二

物
と
在
っ
た
ID
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〇

四
-
水
害
と
湖
岸
栄
落

元
凍
水
蜜
に
は
二
様
あ
っ
て
p
上
流
の
堤
防
破
壊
は

件

ふ
氾
濫
乱
流
と
､
憩
水
温
水
に
よ
る
被
寛
に
分
た
れ

る
.
丘
椋
池
沿
岸
の
被
番
は
淀
川
の
逆
流
其
他
に
ょ
る

憲
水
の
湛
水
で
あ
る
｡
従
っ
て
堤
防
決
滑
の
如
-
猛
烈

在
る
奔
流
は
あ
ら
ざ
れ
ば
家
屋
人
畜
を
流
す
事
は
少
な

い
｡
飴
し
十
日
､
二
十
日
と
停
滞
し
､
蓬
は
作
物
は
腐

粘
し
､
家
屋

･
財
肇
に
及
ぼ
す
影
響
亦
少
か
ら
ず
｡
小出

に
於
で
古
凍
潜
岸
民
は
此
洪
水
の
暴
状
に
脅
か
さ
れ
て

ゐ
る
抽
係
上
､
堤
防
築
上
の
他
p
民
家
の
構
築
は
洗
意

を
向
け
て
ゐ
る
｡
今
湖
岸

完
仰
の
宋
群
を
見
る
ほ
'
殆

ル
ビ
絶
て
家
屋
は
雄
土
を
し
た
上
に
勉
で
.
周
与
は
(
多

-
は
北
西
側
に
)
樹
木
を
植
え
て
ゐ
る
｡
此
は
金
-
洪

水
時
に
封
す
る
湖
岸
民
の
用
意
で
あ
る
｡
其
の
盛
土
の

高

n
は
大
階
湖
岸
に
近
-
高
-
､
湖
岸
よ
り

折
る
る
ほ

従
以
低

5,｡
而
し
て
木
津
川
堤
近
-
ほ
在
る
と
寿
城
土

は
殆
ル
ビ
在
-
在
る
と

い
ふ
珍
現
象
を
為
し
て
ゐ
る
0



各
架
群
は
放
け
る
右
郷
士
の
高
n
む
測
定
し
ー
渦
を
中

心
は
同
心
閲
を
塞
き
'
そ
の
上
は
有
緊
落
と
盛
土
の
高

(f･)

r
uと
む
記
入
し
､(海
故
高
距
を
考
慮
し
て
)
其
の
断
面

図
を
作
製
す
る
時
は
､
湖
岸
に
近
さ
程
盛
土
の
高
n
大

で
あ
る
｡
即
ち
断
面
高
の
長
大
な
る
も
の
碍
'
洪
水
に

封
し
危
険
で
あ
る
.
換
言
す
れ
ば
断
面
線
の
長
r
uは
.

火
事
の
危
険
度
に
此
例
す
る
と

い
ふ
非
は
在
る
｡

然
し
今
や
右
の
如
き
盛
土
の
必
宴
も
な
-
'
新
築
家

屋
は
殆
ル
ビ
盛
土
を

行
は
ず
､
薯
雄
の
民
家
は
今
日
か

ら
見
れ
ば
普
通
路
面
よ
人工
向
い
史
け
不
便
と
な
っ
て
ゐ

る
｡然

し
此
も
過
去
に
於
で
且
株
池
の
奥

へ
た
影
響
で
'

地
人

相
胤
の
現
象
は
鼓
は
JP
見
出
す
事
が
出
凍
る
｡

か
-
内
路
省
淀
川
改
良
工
串
は
宜
楳
池
沿
岸
に
於
け

る
地
形
の

一
大
鼻
先

散
楽
せ
し

一
大
事
業
で
あ
っ
た
｡

此
ほ
よ
っ
て
水
客
を
完
灸
に
漁
防
し
､
過
去
幾
千
年
盆

地
内
住
民
の
困
窮
せ
し
癌
も
霜
に
除
去
さ
れ
p
ー沿
岸
住

民
は
始
め
て
安
か
在
眠
を
相
､
水
田
は
良
穂
を
薯
ら
す

事
を
柑
る
や
う
に
在
っ
た
｡

(

完
)

駄文
杭
池
の
湖
伴
縫
超
と
千
新
和
菜

①

山
州
宅
跡
結
､
部
名
肝
脚
骨

ー
茶
棚
巡
楯
山
弘
､
山
城
名
腿
諒
埠
｡

◎

敬
公
拙
築
城
前
払
に
永
.航
叫

申
桃
川
氏
'
元
瓜
%ミ
中
山が
成
･光
雄
等

此
所
に
榊
た
こ
と
あ
り
｡
放
し
%
.
の
詳
緋
を
怜

へ
ず
｡

⑦

曽
日
放
市
､
綻
附
妃
の
地
形
麺
速
と
奈
良
街
泣
の
縫
史
､
牒
史
と

地
班
｡

◎

山
川
毅
古
文
啓
'
桁
難
紳
批
史
啓
O

①

村
非
紳
批
文
辞
､
目
迎
碑
搬
氏
に
振
る
｡

新
町
の
戸
別
の
満
開
は
同
町
桃
山
氏
保
管

㊥

明
箪
光
舛
秋
水
の
侶
め
蝕
津
附
妃
よ
り
輔
北
八
幡
カ
所

(
流
下
し

翌
二
年
よ
り
削
水

の
流
路
と
な
る
｡

㊥

詳
細
は
糾
柄
粒
附
妃
の
開
放
と
奈
良
街
池
の
宛
退
'
歴
史
と
地

桝

(昭
利

八
､
九

し

参
偶

｡

㊥
乙

訓

邦

雄
川
桁

梓

の

中
山
吋桝
に

行
ほ
れ
た
跡
地
妓

出
納

介
和
雄
に

よ
る
と
､
耐
兜
三
十
和
以
上
に
及
ぶ
時
は
前
後
十
三
時

間
に
し
て

氾
兆
し
､
泣
川
の
水
位
上
界
と
非
に
水
比
を
不
可
能
な
ら
し
め
'

速
に
停
滞
粘
水
す
る
0
粘
水

の
甚
だ
し
き
は
六
八
に
及
ぶ
｡
宜
採

油
湖
粋
は
推
し
て
知
る
べ
L
で
あ
る
｡

㊥

詐
鮒
の
紀
越
は
桁
を
改
め
て
他
日
に
細
る
O

t1.1iO

三

六

一


